














A TRANSVERSE ELECTRO-OPTIC PROBE SYSTEM 
FOR NON-CONTACT MEASUREMENT OF ELECTRIC NEAR FIELDS 
 
矢部陽子 





An organic photovoltaic (OPV) device is a light and flexible solar battery and can be used in various 
situations. The OPV device is produced by using a roll-to-roll production process, and its performance can be 
estimated by measuring the electric near fields over it. We developed a non-contact type of electro-optic probe 
for measuring electric fields of OPV. It detects transverse electric near fields and has higher sensitivity.  




OPV(:Organic Photovoltaic device)は太陽電池の 1種であ












２． EO プローブ 
EO プローブは電気光学効果[2]とレーザ光を用いて非
接触電界計測を行うことができる. 印加する電界の強度
に比例して EO 結晶の複屈折率が変化することにより, 
結晶を通過するレーザ光に偏光変化が起きる. 偏光度合
を位相差とし電界強度を検出する仕組みである. 徒来の
平行型と直交型で異なるのは, 図 1 に示す通り, レーザ
光と電界の交わる向きである. 直交型はレーザ光と電界
が直交になっており相互作用長が長いので, 平行型より
も S/N 比が高くなっている.  
EO プローブの構造を図 2 に示す. LD(:Laser Diode)や
PD(:Photo Diode)などの能動部品が制御装置内にあり, 計
測対象から離れていることによって, 低擾乱を実現して
いる. EO結晶には 110カットの ZnTeを用いている. 電界
強度の成分は(X, Y, Z)に分けることができるが, 直交型
EO プローブでは, レーザ光と電界が交わる向きの方向



























図 2 EOプローブの構造 
 
EOプローブを用いた電界計測のためのシステム構成を









直交型の最小検出電圧を図 4に示す. 直交型の S/N比は











周波数特性の結果を図 5 に示す. 周波数帯域は 20Hz～
1MHz となっている. 
 































図 6 回路モデル 
 
 受光回路の簡略化したものを図 7 に示す. 受光回路














図 7 簡略化した受光回路 
 
























図 8 周波数特性 
 
 シミュレーションにおける受光回路の周波数帯域は
3Hz～800kHz となっていた. また, Vout/Vin は最大 58dB






の距離を x として x=-2.5～2.5mm まで 0.5mm 間隔で移動
































図 9 が非対称になったのは, ZnTe が付いているガラス
が原因と考え, ガラスなし, 片側ガラスあり, 両側ガラ
スありの3パターンについてシミュレーションを行った. 
横方向依存性の実験と同様に ZnTe を x=-2.5～2.5mm ま
で 0.5mm間隔で移動させ, ZnTe中央の Z成分の電界をプ
ロットした. ガラスなしを図10, 片側ガラスありを図 11, 
両側ガラスありを図 12 に示す. 
 






















図 10 ガラスなし 






























































られる. 今後は直交型 EO プローブを製品化させるため
に , 計測の高速化が必要と言える . 高速化のためには
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